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このメールマガジンは群馬産業保健総合支援センターのホームページに掲載された新着情報や 

その他の産業保健情報について配信しています。 
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e-learning によるメンタルヘルス研修のご案内 

（メンタルヘルス対策に e-learning をご活用ください!!  ） 
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メンタルヘルス対策に関する研修(産業保健セミナー)は当センターでも数多く実施してお

りますが、研修会場に出向いたり、受講時間を確保したりすることが困難などの理由から集

合研修を利用できない企業も多いものと思われます。これに対し、インターネットを利用し

た e-learning によるメンタルヘルス研修は、インターネットに接続できる環境さえあれば時

間や場所を選ばず、受講することができます。 

当センターにおいて産業保健相談員（メンタルヘルス担当）をお願いしている群馬大学名

誉教授椎原康史先生が中心となり『中小企業 e-メンタル普及プロジェクト from 群馬』とし

て、群馬県地域自殺対策緊急強化基金および厚労省自殺対策先駆事業から資金援助を得て作

成し、中小企業向けメンタルヘルス研修として e-learning の形式で 2013 年度まで無償提供

していた産業メンタルヘルス研修のコンテンツを、この度当センターホームページに移管し

ご利用いただけることとなりました。 

本サイトの教材を利用するのに当たっては ID や PW の入力は不要です。 簡便なメンタルヘ

ルス研修あるいは自己学習としてご活用ください。 

http://www.gummasanpo.jp/kensyukyouzai/index.html でご覧になれます。 

 当センターのホームページ http://www.gummasanpo.jp/index.html からは、トップページ左側

にある『職場のメンタルヘルス研修教材』をクリックしてご覧ください。スマホ版も提供し



ております。 

また、厚生労働省提供のポータルサイト「こころの耳」でも、いつでもだれでも利用でき

る「e‐ラーニングで学ぶ 『実践！メンタルヘルス対策の進め方』」

（http://kokoro.mhlw.go.jp/jigyosya/learning.html）が掲載されています。 

なお、横浜労災病院 勤労者メンタルヘルスセンターでも、勤労者の皆さんがインターネ

ットを使ってストレスチェックを行い、結果とアドバイスを瞬時に得られるメンタルヘルス

チェックシステム「メンタルろうさい」

http://www.yokohamah.rofuku.go.jp/medical/mhc/home.htm が掲載されています。 
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産業保健相談事例のご紹介 
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産業保健総合支援センターでは、産業保健に関する相談業務を実施しています。  

当センターに寄せられた相談事例を紹介します。  

  

Ｑ． 県内に事業場が数カ所あり、それぞれで５０人以上の労働者を雇用しています。 監督署 

から産業医の選任をするように案内されましたが、どのように選任したらよいのですか？ 

 

Ａ． 事業場ごとに、労働者が５０名以上になると、産業医の選任が必要になります。 各事業場 

で、管轄の監督署にそれぞれ届出をします。産業医は、郡市医師会等にご相談下さい。  

なお、複数の事業場で同じ産業医を選任しても、問題はありません。 

 

①産業医選定について 

 事業場の規模別による産業医の人数、専属の産業医が必要な事業場等は、下記のと 

おりです。 

 

業種 

事業場の規模 

（常時使用する労働者数）

産業医の選任 

産業医の 

人数 

専属の産業医の選任が

必要な事業場 

 

す べ て

の業種 

    

５０人未満 産業医の選任義務は無し 

５０～４９９人  

１人 

該当無し 

５００～９９９人 ※１ 

１，０００～３，０００人 該当 

※２ ３，００１人以上 ２人 

   ※１ 特定業務（有害な業務）に常時５００人以上の労働者を従事させる事業場 

   ※２ 常時１，０００人以上の労働者を使用する全ての事業場 

   ②産業医の要件について 

    （1）厚生労働大臣の指定する者（日本医師会、産業医科大学）が行う研修を修了した者 

    （2）産業医の養成課程を設置している産業医科大学その他の大学で、厚生労働大臣が 



指定するものにおいて当該過程を修めて卒業し、その大学が行う実習を履修した者 

    （3）労働衛生コンサルタント試験に合格した者で、その試験区分が保健衛生である者 

    （4）大学において労働衛生に関する科目を担当する教授、准教授、常勤講師または 

これらの経験者 
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産業保健セミナー（１０・１１月・１２月）のご案内 
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  当センターの産業保健セミナー（１０・１１・１２月）を掲載します。 

  受講料・教材費は無料です。 

＊セミナーは、できるだけ計画通り実施したいと考えていますが、電力事情や会場等の都合 

により、研修の中止や日程・会場の変更をすることがあります。 

   申し込み後の変更については、ＦＡＸまたはメールにてご連絡致します。 

☆お申し込み・詳細につきましてはホームページをご覧ください☆ 

    ⇒  http://www.gummasanpo.jp/seminar/index.html 

 

日 程 テーマ 開催場所 

☆産業医研修 

１０月１６日（木） 
『 群馬県におけるリワークプログラムと職業センターの 

復職支援について 』 

ﾔﾏﾀﾞｸﾞﾘｰﾝ 

ﾄﾞｰﾑ前橋 

１０月２９日（水） 

『 メンタルヘルス不調の発症から職場復帰までの 

好事例と困難事例 』 

＊群馬衛生管理者協議会講演会 

前橋テルサ

☆メンタルヘルス対策セミナー 

１０月 ８日（水） 
『 〈対話法〉とは何か？（相談とカウンセリングで役立つコミュニ

ケーション技法） 』 
センター 

１０月１７日（金） 
『 人間関係＆仕事を円滑にすすめるための 

アサーション･トレーニング（上手な自己表現） 』 
センター 

１０月２９日（水） 

『 メンタルヘルス不調の発症から職場復帰までの 

好事例と困難事例 』 

＊群馬衛生管理者協議会講演会 

前橋テルサ

１１月１２日（水） 
『 〈対話法〉の応用（職場でのハラスメント予防とメンタルヘルス

向上を目指して） 』 
センター 

１２月 ９日（火） 
『 群馬県におけるリワークプログラムと職業センターの復職支援

について 』 

群馬障害者 

職業センター

１２月１７日（水） 
『 〈対話法〉の発展（伝達ミスとヒューマンエラーを予防するコミュ

ニケーション） 』 
センター 
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９月のセミナー結果 
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◎産業医研修 

テ ー マ ：  『社内における感染症対策』 

開催日時 ： ９月４日（木）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 前橋テルサ ９階つつじ 

講   師 ： 川島 崇 氏（川島内科クリニック 院長） 

参 加 者 ： ５４名 

内   容 ： インフルエンザや風疹、ノロウイルスをはじめとする食中毒等の感染症の予防対策、

感染症を発症した場合の届出について、また話題のエボラ出血熱やデング熱につ

いてもお話しいただきました。 

         参加者からは「知識の再確認ができた」「とても分かり易かった。職場で知識を活か

せればと思う」等の意見を得ました。 

 

テ ー マ ：  『メンタルヘルス不調者への気づきと対応〜交流パターンを理解する〜』 

開催日時 ： ９月１８日（木）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 前橋テルサ ９階つつじ 

講   師 ： 羽鳥 裕明 氏（群馬産業保健総合支援センター カウンセリング担当相談員） 

参 加 者 ： ３８名 

内   容 ： メンタルヘルス対策を行っていく上で気づき、声かけ等いかに上手にコミュニケーシ

ョンを取っていけるかが重要になります。コミュニケーションというのは、単なる意志

の伝達もありますが、一対一の関係ではお互いが何かを解決しようと求める場合も

あり、画一的な対応ではありません。 

本研修では、精神科医エリック・バーン氏が創案した交流分析について事例を交え

ながらお話しいただいた。上手にコミュニケーションを取っていくために交流パター

ンを理解することは重要で、メンタルヘルス不調者への対応だけだはなく日常生活

においても大いに活用できるものであるとの説明がなされた。 

参加者からは「交流分析に特化した研修はほとんど無いので、コミュニケーションに

応用できる事がおもしろいと思った」「職場の参考資料として役に立った」「自分が知

りたいと思っていた事なので、じっくり聞けて良かった」「日常医療での医師―患者

の関係にも役立つ」「講演が上手だった」等の意見を得ました。 

 

◎メンタルヘルス対策セミナー 

テ ー マ ：  『ゲートキーパー養成講座（レベルアップコース）』 

開催日時 ： ９月１０日（水）１３：３０～１６：３０ 

会   場 ： 群馬メディカルセンター2F セミナールーム 

講   師 ： 大小原 利信 氏（群馬産業保健総合支援センター メンタルヘルス対策促進員） 

 

 

 



参 加 者 ： ３名 

内   容 ： ８月に実施した講座のレベルアップコースになります。 

ゲートキーパーの役割を発揮するために重要となる傾聴の態度を身につけることを

目的に、事例検討やグループに分かれての傾聴実習等を行いながら、講義いただ

きました。 

参加者からは「声掛けの練習は何度やってもやり過ぎる事はないと思う。何度も繰り

返して自然にできるようになればいいと思う」「演習があり、ＤＶＤ鑑賞があり分かり易

い」「時間配分がぴったりなのが素晴らしい」「大小原先生の研修にはずれなし。今

後も参加させて頂きたい」「改めてコミュニケーションの大切さを学ぶことができた」

「とても勉強になった。スキルを学ぶ事で進化していきたいと思う」「」「研修教材がシ

ンプルでとても良い」等の意見を得ました。 

 

テ ー マ ：  『カウンセリング・マインドで聴く②』 

開催日時 ： ９月１９日（金）１４：００～１６：００ 

会   場 ： 群馬メディカルセンター2F セミナールーム 

講   師 ： 菊池 智子 氏（群馬産業保健総合支援センター カウンセリング担当相談員） 

参 加 者 ： ６名 

内   容 ： ８月に実施した研修の第２弾です。 

良好な人間関係を築いていく上でカウンセリング・マインドの必要性についてより理

解を深め、日常生活に活かせるように実習を交えながらお話いただきました。 

参加者からは「例がたくさん聞けたので良かった。応答の例はとても役に立つと思う」

「考え方が分かる」「実習ができた事が良かった。相手の方が上手だったので勉強に

なった」「配布資料の文字が大きくて見易い」「日常生活の中で今日の知識を活かし

ていきたいと思う」「ぜひ第３弾を企画して頂き、沈黙に耐える練習もしてみたい」等

の意見を得ました。 
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関係機関の動き 
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1. 平成 26 年度群馬県の最低賃金が改正されました 

http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/gunma-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/ch

ingin/saichin260905.pdf 

 

２. 「腰痛予防対策講習会の開催について（中災防）」 

   https://www.jisha.or.jp/seminar/health/h3700_youtsu.html 

 

３. １０月２２～２４日の『第７3 回 全国産業安全衛生大会』が広島県広島市で開催されます。 

   http://www.jisha.or.jp/taikai/index.html 

 

 



４. 「平成 26 年度産業保健調査研究発表会の開催について（（独）労働者健康福祉機構）」 

   http://www.gummasanpo.jp/topics/H26sangyouhokenchousakenkyuuhappyoukai.pdf 
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朝夕めっきり涼しくなり、夏の厳しい暑さも日に日に和らぎ過ごしやすくなってきました。 

食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋、多くの楽しみがある季節がやってきましたが、今秋は日頃の

運動不足を解消してみませんか。 

筋肉は年齢とともに減るため、意識的に動かして刺激する必要があります。筋トレ（筋力トレーニン

グ）は筋肉をつけて疲れやすい体を改善するだけでなく、基礎代謝量（安静時に消費するエネルギ

ー量）を高めて太りにくい体をつくるため、生涯の健康維持に役立ちます。 

筋力をつけるには・・・ 

①具体的な目標をつくる。 

  運動を継続する秘訣は、何のためにするのかという目標を持つ 

ことです。「健康になる」「ベルトの穴を２つ分縮める」といった 

具体的な目標が継続への力になります。 

  ②低強度でも毎日続ける。 

   ハードな筋トレでなくても、無理なく行える範囲でトレーニングを 

継続することが大切です。はじめは１日５分間からでも、毎日続 

けていくことで必ず結果が出ます。 

  ③結果の推移を記録して効果を目で見る。 

   毎日のトレーニングの回数を記入しましょう。体重や体脂肪率、 

ウエスト、ヒップなどのサイズなどもあわせて記入しておくと効果 

がわかり、自然とやる気がわいてきます。 

 自治体などが開催する体操教室では、正しい運動方法を教えてくれます。利用してみましょう。 

 

=============================================================================== 

<<群馬産業保健総合支援センターメール配信サービス解除、変更はこちらから>> 

http://www.gummasanpo.jp/melmag/index.html 

<<このメールマガジンへのご意見・ご要望はこちらから>> 

sanpo10@gummasanpo.jp 
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《発行元》群馬産業保健総合支援センター 

電話：027-233-0026 FAX：027-233-9966 

 


